
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロフィールご紹介 
●堺生まれ、堺育ちの 44歳 

●妻・長男・次男と向陵西町在住 

●昭和４６（１９７１）年４月８日 

金岡病院（北区）で生まれる 

●堺市立新金岡小学校（北区）入学 

錦西小学校（堺区）卒 
●堺市立月州中学校（堺区）卒 
               ＜水泳部＞ 
●大阪府立三国丘高校卒 
          ＜柔道部・生徒会＞ 
●明治大学法学部卒＜雄弁部＞ 
 ※学生時代よりカンボジア・旧ユーゴスラビア・
ロシア・阪神大震災などでボランティア活動 

●元 関西テレビ放送 

 （営業企画部・報道部記者） 

●元 堺市議会議員（１期 1999～2003） 

●元 大阪府議会議員（１期 2003～2005） 

●工場研修（東区） 

●羽衣国際大学 元客員助教授 

●元衆議院議員（2009～2012） 

●芦屋大学元客員教授 
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元 衆議院議員 

民主党大阪府第 16区総支部 
（堺市 堺区・北区・東区） 

 

 
 
 
 
 

 
 

 

森山浩行事務所 
〒590-0077堺市堺区中瓦町１-４-２５ 

熊田ビル 3階 
TEL： ０７２-２３３-８１８８ 
FAX： ０７２-２３３-８１８５ 
Mail： off ice@h-moriyama. jp 

日常の活動はFacebookにて発信中！ 

Facebook genki.m0rim0ri 
Twitter  ＠MORIYAMAhiro 

 

再び、 
地域から。 

 

大毛 十一郎 
幹事長 

民主党大阪府第 16 区総支部 

 
森山 浩行 
総支部長 

 
藤原 かずたけ 

幹事 

 

 
しのはら 香 

幹事 

 

 
森山 百恵 

幹事 

 

 

 

 

不審船や海賊船が再び増加している日本近海。私も現職時代、安全保障
常任委員でした。我々が提案している「領域警備法案」は、自衛隊の現場
で困っているいわゆる「グレーゾーン」に対応するものです。きちんと自
らの手で火の粉を払いのける自衛隊の本来業務を遂行できるようにする
ため、すぐにでも成立させるべきと考えます。 
一方、集団的自衛権については様々なレベルで法案内容を説明しきれて

いません。「合憲性や法的安定性」「現状認識」「必要性」「メリットとデメ
リットの比較」「リスク(危険性と危機管理)」「コスト(予算)」「線引きや
限界」といった論点を、きちんと整理して仕切り直すべきと考えます。政
治というのは反対意見があることを前提とした活動ですから、提案者が議
論の土台をつくり、質問者とレベルの噛み合った議論をする責任感が必要
です。 
今回の集団的自衛権に関わる安保法制の国会審議において、質問者の再

三にわたる指摘に対し、法案提案者は「戦場で戦闘に参加しても自衛隊や
国民の『リスクは増大しない』」という非現実的な希望的観測を根拠に返
答し続けています。「現状認識」をゴマカしているのでそこから話が進みま
せん。 
「これまで行かなかった戦場に、戦争の当事者として参加する」のだか

ら、自衛隊はもちろん、「日本」と名のつくあらゆるものへの報復攻撃はリ
スクとして認識しなければなりません。たまたま被害が出ない可能性はあ
っても、被害を最小限にするための準備はしておかなければなりません。 
日本人には「縁起でもないことを言うな」という言霊(コトダマ)信仰が

あり、最悪の事態を想定する危機管理政策が本当にやりにくい。―これは、
私が学生時代からお世話になっている佐々淳行･元内閣安全保障室長の言
葉です。安全保障という超現実的で国際的な課題を扱うに当たって希望的
観測は禁物です。「備えあれば憂いなし」と言いますが、「リスクは増大し
ない」と言ってしまえば、被害を最小限にするための準備にとりかかるこ
ともできません。せめて「集団的自衛権を行使すれば、もちろん自衛隊に
も国民にもリスクは増大します。それでも必要なので覚悟を決めてくださ
い。」という声明から議論を始めるべきでしょう。国民の８０％が「説明
が足りない」と言っています。もっと現実的な提案をする責任が、政権を
あずかる与党にはあります。 
この間の巷の議論を聞いていて思うのは、政治的な問題について「意見

の違う相手を罵る」という文化があるということです。自分の気にいるこ
とを強化する部分だけを「現実」と捉えやすいインターネットの情報発信
や受信には問題が多いです。発信者の意見を鵜のみにしないリテラシー向
上が急務です。 



 

 

 

 

  

  

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○7月は以下の駅頭早朝配布を行いました○ 
 
1 日(水)26号線(大和川大橋)、2日(木)湊、3日(金)13 号線 

(遠里小野橋)、6日(月)七道、7 日(火)白鷺(金岡側)、8日(水) 

堺市(堺区)、9日(木)北野田(野田側)、10 日(金)中百舌鳥(南口)、 

13 日(月)湊、14日(火)堺東(西口)、21日(火)浅香山、22日(水) 

新金岡(りそな銀行)、23日(木)初芝、24日(金)百舌鳥、27日(月) 

百舌鳥八幡、28 日(火)浅香、30日(木)三国ヶ丘(向陵側)、 

31 日(金)堺(南口) 

 
 
 

 

 

 
  

森山浩行ホームページも是非ご覧ください。過去の活動報告書もご覧いただけます。http://h-moriyama.jp/ 

 

 

お名前 (ﾌﾘｶﾞﾅ) お誕生日         年      月      日 

年齢 （     ）才 

ご住所 （〒    －    ） 

［            小学校区］ 

E メール 

TEL/FAX 

※ 個人情報保護の観点より、ハガキではなく FAX通信用紙の形式でお届けさせていただいています。ご協力の程宜しくお願い申し上げます。 

   
お問い合せは      
森山浩行事務所まで      
TEL.０７２-２３３-８１
８８ 

 

@MORIYAMAhiro 

http://www.facebook.com/genki.m0rim0ri  

Twitter 

facebook 

 
 

次回開催予定 

●第 137回  

元気モリモリ!!!座談会 

8 月29 日(土)15:00～ 

東文化会館 講座室 2 
(東区北野田 1077-301 

アミナス北野田 3階) 

 

 

 

 
猛暑の 7月 26日は、堺市  産

業振興センターのミーティングル

ームをお借りして、「北区」の皆さ

ん中心に開催。 

普段はあまり身近でない「安全

保障」や、時節柄「世界遺産」の

話題で真剣なやりとりになりまし

た。 
 

※事務所主催以外でも企画ください！

「喫茶店で」「我が家で」など、２～３

人でも結構です。 

ご連絡は森山事務所まで。 

 

 

 

                                                     

                                                     

                                                     

 

 

猛暑の 7月は新バージョンの森山リーフレットをたずさえ、＜てくてく運

動＞本格化。一軒一軒訪問すると、普段は「わざわざ連絡して言うほどでは

ないのだが」という日常生活や、報道を通じて思ったこと、考えて  いる

ことを、直接多くの方からご意見やご提案としていただけます。  まさに

民主政治の「原点」というべき運動で、真っ黒に日焼けしています。 

 特に、連日報じられている安全保障に関する11法案については、「よく わ

からんけど、やらんと仕方ないんでしょ」のお声もあります。「リスクは増

大しない」と何度も答弁する責任者たちについては、「自衛隊がこれまで行

かなかった戦場に行って戦闘に加わっても、リスクが増えないと 本気で思

っているのなら安全保障を語る資格がないし、増えることがわかっていてご

まかしているならその罪は重い。『国民のリスクは増えるけど、覚悟を決め

てほしい』と現実的な説明をしてから議論に入るべきところを、逃げている

無責任さには憤りを感じます」とお話しています。 

 

街宣活動を行っていま

す！ 

元気モリモリ活動中！
少しの時間でもお手伝
いいただけると助かり
ます。 
詳しくは事務所まで。 

 

＜てくてく運動＞ 

森山浩行へメッセージ ＦＡＸ返信：０７２-２３３-８１８５ 


